
発
熱
も
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
や
好
中
球
に
よ
っ
て
十
分
に
分

解
さ
れ
ず
に
ウ
イ
ル
ス
が
、
増
殖
す
る
と

第
二
の
防
御
戦
の
要
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
フェ

ロ
ン
の
産
生
が
起
こ
り
、
通
常
多
く
の
ウ

イ
ル
ス
は
増
殖
抑
制
さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー

フ
ェロ
ン
の
産
生
で
誘
発
さ
れ
る
副
作
用

の
発
熱
が
起
こ
る
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と

発
熱
も
収
ま
り
回
復
す
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
は
、
上
述
の
特
異
な

遺
伝
子
の
発
現
で
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ
ン
の
産

生
が
抑
制
さ
れ
る
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
増

殖
し
て
身
体
中
に
伝
播
さ
れ
る
。
発
熱

が
起
き
な
い
の
で
、
感
染
者
自
身
は
、
こ

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
も

自
覚
で
き
な
い
。
無
症
状
で
周
り
の
人

達
に
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
唾
液
や
排
泄
物

を
通
じ
て
感
染
拡
大
が
起
き
た
の
で
す
。

感
染
者
は
、
そ
の
後
遅
れ
て
産
生
し
て

き
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ
ン
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス

が
不
活
化
さ
れ
な
が
ら
も
持
続
感
染
し
、

発
熱
を
伴
って
肺
炎
な
ど
を
発
症
し
、
重

症
化
す
る
。

自
然
免
疫
力
の
低
下

　

自
然
免
疫
力
は
表
に
記
載
の
通
り
の

様
々
な
原
因
で
低
下
し
ま
す
。
実
際
に

多
く
の
人
々
に
お
い
て
自
然
免
疫
力
が
低

下
し
て
弱
く
な
って
い
る
の
が
問
題
で
す
。

自
然
免
疫
力
の
強
化
方
法

　

英
国
の
著
名
な
食
品
科
学
者
、ポ
ー
ル・

ク
レ
イ
ト
ン
博
士
は
、
著
書「
自
然
免
疫

の
強
化
：
健
康
的
な
生
活
の
ヒ
ン
ト
」中

で〝
免
疫
健
康
維
持
の
た
め
の
８
つ
の
方

法
〞を
示
し
て
い
る
。
そ
の一つ
が
、
パ
ン

酵
母
グ
ル
コ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
を
毎
日

摂
取
す
る
こ
と
で
す
。

自
然
免
疫
力
の
強
化
に
役
立
つ

食
品
化
合
物
に
つ
い
て

　

北
欧
で
の
サ
ケ
や
マ
ス
の
養
殖
用
の
餌

に
配
合
さ
れ
た
パ
ン
酵
母
の
エ
キ
ス
の
絞

り
か
す
が
魚
の
過
密
飼
い
に
よ
る
病
気
の

発
生
抑
制
に
効
果
が
あ
っ
た
の
で
、
ア
メ

リ
カ
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッツ
工
科
大

学
）で
研
究
さ
れ
た
の
は
偉
業
で
す
。
こ

の
搾
り
か
す
の
中
か
ら
、
パ
ン
酵
母
グ
ル

コ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
と
称
さ
れ
る
高
分

子
の
多
糖
類
化
合
物
が
発
見
さ
れ
、
こ

の
化
合
物
を
パ
ン
酵
母
か
ら
抽
出
す
る
製

造
方
法
が
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
小

腸
の
壁
に
あ
る
パ
イ
エ
ル
板
を
通
過
し
て

体
内
への
吸
収
に
最
適
な
粒
子
径
の
調
製

方
法
も
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
高
純
度
で

安
全
性
の
高
い
食
品
原
料
で
す
。

作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
？

　

パ
ン
酵
母
グ
ル
コ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド

は
、
経
口
摂
取
す
る
と
、
胃
を
通
過
し

て
小
腸
か
ら
体
内
に
吸
収
さ
れ
る
。
体

内
で
は
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
食
べ
て
少
し
小

さ
く
断
片
化
し
て
放
出
す
る
。
そ
こ
で

好
中
球
の
レ
セ
プ
タ
ー
に
結
合
す
る
。
好

中
球
は
活
性
化
さ
れ
て
外
敵
の
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
な
ど
を
攻
撃
し
て
破
壊
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
自
然
免
疫
力
の
強
化
が

な
さ
れ
る
の
で
す
。
日
頃
か
ら
健
康
食

品
と
し
て
、
高
度
加
工
さ
れ
た
パ
ン
酵
母

グ
ル
コ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
を
含
有
す
る
カ

プ
セ
ル
製
剤
を
毎
日
飲
ま
れ
て
い
る
人
々

が
増
え
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
時
に
も
、
同
カ
プ
セ
ル
の
摂
取
で
自

然
免
疫
力
の
強
化
が
な
さ
れ
、
体
内
に

は
じ
め
に

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
て
元
気
で

健
康
に
生
き
延
び
る
糧
の一つ
が
自
然
免

疫
力
だ
そ
う
で
す
。
慢
性
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
の
特
効
薬
と
し
て
脚
光
を
あ
び
た
イ

ン
タ
ー
フェロ
ン
の
臨
床
開
発
と
事
業
化
に

携
わ
り
、
遺
伝
子
組
換
え
型
動
物
イ
ン

タ
ー
フェロ
ン
の
開
発・実
用
化
に
も
携
わ
っ

た
梶
本
氏
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

イ
ン
タ
ー
フェロ
ン
及
び
自
然
免
疫
力
の
重

要
性
に
つい
て
聞
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の

特
殊
な
関
係
に
つ
い
て

　

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
流
行
し
た
場

合
、
既
存
薬
の
中
で
確
実
に
有
効
と
思

わ
れ
る
薬
は
イ
ン
タ
ー
フェロ
ン
で
す
。
中

国
は
じ
め
外
国
で
投
与
さ
れ
た
が
、
何

故
か
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
決
定
的
な
効
果
が

出
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
蔓
延
し
た
の
か
。

答
え
は
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
特
異
な
遺
伝

子
に
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
、

体
内
で
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ
ン
の
産
生
を
抑

人生100年時代に必須の自然免疫力の強化
新興ウイルス感染症やがんに負けない
ー パン酵母由来の自然免疫健康食品が頼り ー 

制
し
た
り
、
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
る
た
ん

ぱ
く
質
を
産
生
す
る
遺
伝
子
を
持
つ
こ

と
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の

産
生
抑
制
や
遅
延
の
影
響
に
つ
い
て

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
起
き
る
と
、
最
初
に

生
体
防
御
機
構
で
あ
る
自
然
免
疫
シ
ス
テ

ム
が
作
動
し
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
を
感
知
し
た
自
然
免

疫
担
当
細
胞
で
あ
る
白
血
球
の
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
や
好
中
球
が
ウ
イ
ル
ス
を
食
べ
て

分
解
す
る
。
こ
の
最
初
の
防
御
戦
に
勝
っ

た
人
達
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
発
症
す
る
こ
と
な
く
終
息
す
る
。

工学博士　梶本庸右さん
大阪大学工学部応用化学科卒。東レにて、
ヒトインターフェロン-βの臨床開発、B型慢性
肝炎治療薬として実用化に貢献。C型慢性
肝炎に対する効果を有馬暉勝元鹿児島大
学病院長らと世界で最初に発見。

フィンガルリンク 株式会社 
2
q 
03-6802-7199
東京都台東区元浅草2-6-6
東京日産台東ビル5F　

自然免疫力の低下原因
１．ストレス 
 （身体的、精神的）
２．加齢
３．宇宙曝線被、放射線被曝
４．栄養不足
５．睡眠不足
６．ステロイドの摂取
７. ビタミン-Dの低下
８. 外科手術

出典：河本宏
もっとよくわかる！ 免疫学、羊土社、２０１１

出典：Annsea Park1 and Akiko Iwasaki、
Cell Host Microbe. 2020 Jun 10; 27(6): 870‒878

（1）果物と野菜の豊富な食事（オリーブオイル、豆類等）
（2）十分な睡眠
（3）栄養の基準値の維持（ビタミンD 、セレン）
（4）パン酵母グルコポリサッカライドを毎日摂取（ウエルミューン）
（5）プレバイオティクスとプロバイオティクス（乳酸菌等）
（6）運動
（7）その他の予防措置手洗い、まな板の使い分け等
（8）健全なライフスタイル
（禁煙、健康的な体重維持、予防接種、血圧管理等）
出典：自然免疫の強化 : 健康的な生活のヒント. ポール・クレイトン著,梶本庸右 監訳,癌と化学療法社. 2008

ポール・クレイトン博士が推奨する
　　　　　　免疫健康維持のための8つの方法



こ
れ
か
ら
の
心
配
は
何
か

　

ウ
イ
ル
ス
は
、
大
別
す
る
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
ウ

イ
ル
ス
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
に
分
類
さ
れ

る
。
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
は
１
本
鎖
の
リ
ボ

核
酸
か
ら
な
る
遺
伝
子
を
有
し
、
変
異

し
や
す
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

再
拡
大
の
要
因
の一つ
は
、
感
染
力
が
強
い

変
異
株
の
流
行
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

変
異
株
ウ
イ
ル
ス
で
も
感
染
拡
大
阻
止
が

出
来
る
。
今
回
、
ワ
ク
チ
ン
の
全
国
的
な

摂
取
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
れ
ば
、
一旦
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
騒
動
は
終

息
に
向
か
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
近
い
将

来
、
新
た
な
変
異
株
が
流
行
し
、
す
で

に
作
成
し
た
ワ
ク
チ
ン
が
効
か
な
く
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
改
め
て
変
異
株

ウ
イ
ル
ス
に
予
防
効
果
的
な
ワ
ク
チ
ン
を

製
造
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
態
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
と
同
じ
く
、
予
め
流
行
し
そ
う
な
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
毎
年
ま
た
は

数
年
ご
と
製
造
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

と
覚
悟
し
て
お
き
た
い
。

自
然
免
疫
力
の
強
化
改
善
に

役
立
つ
食
品
化
合
物

　

通
常
の
社
会
生
活
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
し
て
、
高
度
加
工
さ
れ
た
パ

ン
酵
母
グ
ル
コ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
の
カ
プ

セ
ル
製
剤
１
２
５㎎
を
、
四
週
間
連
続
し

て
摂
取
試
験
し
、
自
然
免
疫
力
の
推
移

が
測
定
さ
れ
た
。
参
加
し
た
人
の
多
く

で
免
疫
力
レ
ベ
ル
が
低
く
な
っ
て
い
た
が
、

飲
み
始
め
て
か
ら
六
週
間
後
で
は
、
自
然

免
疫
力
レ
ベ
ル
が
い
ず
れ
も
大
幅
に
強
化

改
善
さ
れ
た
。
結
果
を
表
に
示
す
。

自
然
免
疫
力
レ
ベ
ル
の

診
断
方
法
に
つ
い
て

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
測
定
に
よ
っ
て
唾
液
中
の
ヘ
ル
ペ

ス
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｈ
Ｖ
|
７
）の
量
を
測
定

し
、
自
然
免
疫
力
レ
ベ
ル
が
診
断
で
き
る

特
許
方
法
が
す
で
に
発
明
さ
れ
て
い
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
量
を
指
標
に
す
る
方
法
で

す
。
約
０・３
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
少
量
の
唾

液
を
採
取
し
て
測
定
さ
れ
ま
す
。
幼
児

感
染
の
突
発
性
発
疹
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
の

一つ
で
あ
る
Ｈ
Ｈ
Ｖ
|
７
が
、
大
多
数
の
人

に
生
涯
に
わ
た
り
潜
伏
持
続
感
染
し
て
い

る
。
自
然
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
、
こ
の

ウ
イ
ル
ス
が
再
燃
し
て
、
唾
液
中
に
出
て

き
て
い
る
人
達
が
多
い
の
で
す
。

前
述
の
唾
液
中
の
Ｈ
Ｈ
Ｖ
|
７
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
測

定
に
よ
る
確
認
方
法
を
用
い
た
結
果
で

す
。
パ
ン
酵
母
グ
ル
コ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド

は
、
自
然
免
疫
力
の
強
化
改
善
に
役
立
つ

健
康
食
品
で
す
。

〈
退
院
重
症
患
者
の
予
後
〉

　

重
症
者
病
棟
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
で
の
入
院
患
者
が
、
回
復
退
院

し
た
後
６
ヵ
月
以
内
に
高
率
に
死
亡
し
て

い
る
と
海
外
か
ら
伝
え
ら
れ
る
。
元
々

糖
尿
病
や
肥
満
そ
の
他
の
基
礎
疾
患
の

持
病
を
有
す
る
た
め
、
自
然
免
疫
力
レ
ベ

ル
が
低
下
し
た
人
達
が
、
多
く
重
症
化

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
退
院
後
に
も
高

度
加
工
し
た
パ
ン
酵
母
グ
ル
コ
ポ
リ
サ
ッ
カ

ラ
イ
ド
の
カ
プ
セ
ル
製
剤
の
摂
取
を
毎
日

行
う
こ
と
で
、
自
然
免
疫
力
を
強
化
し

て
元
気
を
回
復
す
れ
ば
、
早
期
の
死
亡

を
回
避
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
ら
れ
る
。
同
製
剤
は
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
阻
止
や
早
期
治
癒
及
び
ス
ト
レ
ス
障

害
の
軽
減
に
効
果
的
な
こ
と
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つい
て
確
認
さ
れ
、
医
学
誌
に

も
多
く
臨
床
試
験
結
果
報
告
が
な
さ
れ

て
い
る
。

〈
が
ん
患
者
の
予
後
〉

　

毎
日
１
０
０
０
か
ら
３
０
０
０
も
の
が

ん
の
芽
が
発
生
し
て
い
る
が
、
生
ま
れ
な

が
ら
の
自
然
免
疫
力
に
よ
っ
て
が
ん
の
芽

の
増
大
や
が
ん
の
発
症
が
阻
止
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
人

の
半
数
は
、
生
涯
一
度
は
が
ん
に
罹
患
す

る
と
言
わ
れ
る
。
が
ん
患
者
の
多
く
は
、

自
然
免
疫
レ
ベ
ル
の
低
下
が
起
き
て
い
る

こ
と
が
、
上
述
の
検
査
診
断
方
法
で
認

め
ら
れ
た
。
事
実
、
が
ん
患
者
に
対
し
、

高
度
加
工
し
た
パ
ン
酵
母
グ
ル
コ
ポ
リ
サ
ッ

カ
ラ
イ
ド
の
カ
プ
セ
ル
製
剤
の
摂
取
を
、

抗
が
ん
剤
治
療
時
や
治
療
後
に
勧
め
て
い

る
が
ん
治
療
専
門
ク
リ
ニッ
ク
も
あ
り
、

大
変
好
評
で
す
。
注
射
剤
に
加
工
さ
れ

た
パ
ン
酵
母
グ
ル
コ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド

が
、
最
新
の
抗
が
ん
剤
で
あ
る
チェッ
ク
ポ

イ
ン
ト
阻
害
剤
と
の
併
用
薬
と
し
て
難
治

の
が
ん
治
療
臨
床
試
験
に
供
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
な
く
高
い
抗
が
ん
効
果

が
え
ら
れ
、
す
で
に
米
国
で
の
が
ん
学
会

で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
、
遅
延
の
可
能

性
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
臨
床
試
験
結
果

の
公
表
が
待
た
れ
て
い
る
。

結
語

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

機
に
、
自
然
免
疫
力
の
強
化
の
重
要
性
に

つ
い
て
紹
介
で
き
た
。
こ
の
特
異
な
ウ
イ

ル
ス
に
対
し
、
自
然
免
疫
力
を
強
化
し
て

ウ
イ
ル
ス
を
不
活
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
食
品
化
合
物
が
あ
る
と
の
話
も
聞

け
た
。
人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
て
、

新
興
感
染
症
や
が
ん
に
負
け
な
い
で
生
き

抜
く
た
め
の
糧
と
な
る
化
合
物
が
あ
る
の

は
心
強
い
。
科
学
技
術
や
知
識
の
進
歩

が
、
食
品
や
医
療
の
分
野
で
も
明
る
い
希

望
の
持
て
る
未
来
を
切
り
開
い
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
早
速
、
高
度
加
工
さ
れ
た
パ
ン

酵
母
グ
ル
コ
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
の
カ
プ
セ

ル
製
剤
の
入
手
方
法
を
探
し
、
愛
用
さ

れ
る
の
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

侵
入
し
て
き
た
ウ
イ
ル
ス
を
早
期
に
破
壊

し
て
、
発
症
し
な
かっ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防

　

ジ
ェン
ナ
ー
に
よ
る
天
然
痘
ワ
ク
チ
ン
の

発
見
以
来
、
多
く
の
感
染
症
予
防
に
使

わ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
獲
得
免
疫
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
も
の
だ
。
生
ま
れ
な
が

ら
の
自
然
免
疫
と
並
ぶ
獲
得
免
疫
が
、
外

敵
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
予
防
で
の
柱
で
す
。

獲
得
免
疫
力
の
は
た
ら
き

　

獲
得
免
疫
細
胞
で
あ
る
Ｂ
細
胞
が
自

然
免
疫
細
胞
か
ら
の
情
報
を
受
け
て
外

敵
に
対
す
る
抗
体
を
産
生
す
る
。
抗
体

が
外
敵
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
に
結
合
し
て
不

活
化
す
る
。
ウ
イ
ル
ス
の
細
胞
へ
の
感
染

が
阻
止
さ
れ
て
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
予
防
さ

れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
で
は
十
分
な
量
の
抗

体
を
産
生
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

通
常
数
週
間
程
間
隔
を
あ
け
て
二
回
接

種
さ
れ
、
高
い
抗
体
価
が
得
ら
れ
る
。
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
そ
の
他
副
作
用
が
心
配

さ
れ
て
い
る
が
、発
生
率
も
極
め
て
低
く
、

発
生
時
の
対
応
も
な
さ
れ
る
の
で
リ
ス
ク

は
極
め
て
少
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
阻
止
の
た
め
に
は
、
早
期
に

新
開
発
の
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
不
可

欠
で
す
。
い
づ
れ
近
く
全
国
的
に
集
団

免
疫
が
獲
得
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
終

息
が
な
さ
れ
て
通
常
の
生
活
が
再
開
で
き

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

出典：河本宏
もっとよくわかる！ 免疫学、羊土社、2011
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英国由来の新型コロナウイルスの変異株
（国立感染症研究所提供）
出典：東京新聞Web
https://www.tokyo-np.co.jp/article/96716
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